
1 良 否

2 良 否

3 良 否

4 良 否

5 良 否

6 良 否

7 良 否

8 良 否

9 良 否

10 良 否

11 良 否

12 良 否

13 良 否

14 良 否

15 良 否

16 良 否

17 良 否

18 良 否

19 良 否

20 良 否

21 良 否

22 良 否

23 良 否

24 良 否

25 良 否

26 良 否

27 良 否

28 良 否

29 良 否

30 良 否

31 良 否

32 良 否

33 良 否

34 良 否

35 良 否

(注意)この点検表は、今後の安全を保証するものではありません。

次世代足場　ミレニューム　点検表

水平になっているか

取り外し又は脱落していないか

斜め材先端のクサビに浮きがないか

上部フックは確実に設置しているか

垂直水平方向とも指定通りの間隔で設置されているか

躯体側・足場側ともに堅固な位置に正しく固定されているか

2段手すり及び、階段開口部手すりが設置されているか

床付き布わくのつかみ金具の外れ止めは確実にロックしているか

床付き布わく間の隙間は3cm以下か

床付き布わくと建地の隙間は12cm未満か

建地は垂直に組み上がっているか

先行手すり筋交い 設置方法

階段設置の際は、2スパン以内毎に踊り場が設けられているか

2スパン開口時は、開口部両横側スパンと梁枠直上に二層以上の先行手
すり筋交いが前踏み側、後踏み側共に取付されているか

3スパン開口時は、開口部両横側スパンと梁枠直上に二層以上の先行手
すり筋交いが前踏み側、後踏み側共に取付されているか

4スパン開口時は、開口部両横側スパンと梁枠直上に三層以上の先行手
すり筋交いが前踏み側、後踏み側共に取付されているか

梁枠の両端支持部の支柱には壁つなぎが設けられているか

2段手すりの高さは床面から、上さんは85cm以上、中さんは35cm以
上50cm以下で設置しているか

作業主任者(職長)

ジャッキベースのレベルは正しいか　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ジャッキベースは敷板、敷角に正しく固定されているか　　　　　　　　　　　　　

地面上に建てる場合、状況に応じて敷板、敷角を使用しているか　　　　　　　　　　　

地盤面は安定した状態にあるか（目視による）　　　　　　　　　　　　　

点  検  内  容

ジャッキベース

根がらみ

点 検 項 目

基礎の状態

敷板、敷角

会 社 名

点検理由

氏　　名

根がらみ用布材のクサビは正しく打ち込まれているか

組立図

検  査  工  区

施 工 協 力 会 社

点 検 実 施 日

元 方 事 業 者

工  事  名  称

分    類

年　　　　　　月　　　　　　日　（　　　）

元 請 確 認

※該当に〇印：　組立後　・　変更後　・　悪天候後　・　一部解体後　・　その他（　　　　　　）

基礎

基礎との
固定状態

抜け止め処置

支柱

床付き布わく

設置方法

根がらみは水平に保たれているか

壁つなぎ

階段等

点 検 者

敷板にジャッキベースを二本以上の釘等で固定しない場合：
桁行方向、梁間方向に根がらみを設置しているか

支柱の設置間隔は1850mm以下であるか

変形、損傷又は腐食していないか

ジャッキハンドルと支柱下端の間に遊びはないか

支柱は正しくジャッキベースに差し込まれているか

敷板にジャッキベースを二本以上の釘等で固定する場合：
梁間方向に根がらみを設置しているか(桁行方向の根がらみは省略可能)

ジャッキベース類

布材のクサビは正しく打ち込まれているか

支柱接続部はロック金具により確実に抜け止めされているか

布材の設置位置は指示通りか
布材、
ブラケット等

作業床

梁わく等

転落・
墜落防護工

建地

不良部材

Ver.20240329(N-次足24-001-2)

特　　記　　事　　項

判  定 備  考

著しく変形や損傷、腐食のある不良部材を使用していないか　　　　

部材の組み忘れがないか

組立図通りに部材の配置、取付が行われているか

支柱と
ジャッキベース

支柱の接続

滑動防止

最終確認

支柱の間隔

水平拘束

昇降設備

安全設備

外観検査

開口部



ミレニューム足場点検ポイント

支柱接続部のロックピンは
正しくロックされているか

ロック解除 ロック

⑪ クサビ肩とケース上端間3㎜を目安に支柱と布材の
ゆるみのない所まで打ち込んで下さい

NG OK

㉑ 補剛材は正しく設置されているか！

①②

③

④

⑤⑥⑩⑦⑧⑨

⑪ ⑫

⑱

⑰⑲
⑳

㉕

・梁枠の支持柱から外側に１スパン以上
　設置されているか

・必要に応じて梁枠建地補強をしているか

㉑　斜め材先端のクサビに浮きがないか

㉒　上部フックは確実に設置しているか

㉕　2段手すり及び、階段開口部手すりが設置されて
　　いるか

㉖　階段設置の際は、2スパン以内毎に踊り場が設けられ
　　ているか

㉛　2段手すりの高さは床面から、上さんは85cm以上、
    中さんは35cm以上50cm以下で設置しているか

⑬⑮⑯⑭

㉑

㉒

㉖

㉛

⇒
※クサビは真上から確実に
　打つようにしましょう

⑩

クサビがあたる所まで

NG OK NG OK
補剛材の正しい設置方法

上部

⑭

NG

OK

つかみ金具の外れ止めは
確実にロックしているか

外れ止め

外れ止め
⬆

⬆

①　地盤面は安定した状態にあるか(目視による)

②　地面上に建てる場合、状況に応じて敷板、敷角を使用
　　しているか

③　ジャッキベースは敷板、敷角に正しく固定されて
　　いるか

④　ジャッキベースのレベルは正しいか

⑤　支柱は正しくジャッキベースに差し込まれているか

⑥　ジャッキハンドルと支柱下端の間に遊びはないか

⑦　根がらみは水平に保たれているか

⑧　敷板にジャッキベースを二本以上の釘等で固定
　　しない場合：桁行方向、梁間方向に根がらみを設置
　　　　　　　　しているか

⑨　敷板にジャッキベースを二本以上の釘等で固定
　　する場合：梁間方向に根がらみを設置しているか
　　　　　　　　　　　(桁行方向の根がらみは省略可能)

⑩　根がらみ用布材のクサビは正しく打ち込まれているか

⑪　支柱接続部はロック金具により確実に抜け止めされて
    いるか

⑫　支柱の設置間隔は1850mm以下であるか

⑬　変形、損傷又は腐食していないか

⑭　床付き布わくのつかみ金具の外れ止めは確実に
　　ロックしているか

⑮　床付き布わく間の隙間は3cm以下か

⑯　床付き布わくと建地の隙間は12cm未満か

⑱　布材のクサビは正しく打ち込まれているか

⑰　布材の設置位置は指示通りか

⑲　水平になっているか

⑳　取り外し又は脱落していないか

下部

(補剛材仕様の場合)㉒

OK

フックに浮きがないか

⑱


